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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
二
十
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

住
井
も
参
加
し
た
無
産
婦
人
芸
術
連
盟

―

男
女
共
同
参
画
の
先
駆
的
運
動―

　

昭
和
５
年（
１
９
３
０
年
）１
月
に
東
京

で
、
熊
本
県
出
身
の
元
代
用
訓
導（
教
員
）

の
高た
か
む
れ
い
つ
え

群
逸
枝
が
中
心
に
な
っ
て『
無
産
婦

人
芸
術
連
盟
』
が
結
成
さ
れ
た
。
同
連
盟

は
解
放
社
か
ら
月
刊
雑
誌『
婦
人
戦
線
』を

翌
年
の
６
月
号
ま
で
刊
行
し
て
い
て
、
住

井
は
同
雑
誌
に
小
説
や
評
論
を
寄
稿
し
て

い
た
。

　

無
産
婦
人
芸
術
連
盟
に
は
、
平
塚
ら
い

て
う（
本
名
明め
い

）や
市
川
房
枝
も
加
わ
っ
て

い
た
。

　

平
塚
ら
い
て
う
は
大
正
・
昭
和
の
社
会

運
動
家
で
、
明
治
19
年（
１
８
８
６
年
）に

東
京
市
麹こ
う
じ
ま
ち
く

町
区（
現
千
代
田
区
）
に
高
級

官
僚
の
三
女
と
し
て
誕
生
。
日
本
女
子
大

学
校
を
卒
業
し
て
、
同
44
年（
１
９
１
１

年
）
に
岡
本
か
の
子
、
神
近
市
子
ら
と

『
青せ
い
と
う
し
ゃ

鞜
社
』を
結
成
。
女
性
の
文
芸
雑
誌
と

称
し
て
機
関
誌『
青
鞜
』を
発
刊
、
創
刊
の

辞
に『
元
始
、
女
性
は
実
に
太
陽
で
あ
っ

た
。
真
正
の
人
で
あ
っ
た
。
…
』
の
論
文

を
発
表
し
、
こ
れ
が
の
ち
に『
日
本
初
の

女
性
解
放
宣
言
』
と
評
価
さ
れ
て
有
名
に

な
っ
た
。

平
塚
ら
い
て
う
・
市
川
房
枝
ら
が
女
性
の

政
治
集
会
参
加
を
実
現

―

憲
政
の
神
様
尾
崎
行
雄
の
支
援
で―

　

平
塚
は
大
正
９
年（
１
９
２
０
年
）に
市

川
房
枝
ら
と『
新
婦
人
協
会
』
を
設
立
し

て
、
治
安
警
察
法
第
５
条
の『
女
子
及
未

成
年
者
は
公
衆
を
会
同
す
る
政
談
集
会

に
会
同
し
若も

し
く
は
発
起
人
た
る
こ
と
を

得
ず
』の
撤
廃
請
願
運
動
を
政
府
、
議
会

に
対
し
て
行
っ
た
。
尾
崎
行
雄
の
支
援
が

あ
っ
て
２
年
後
に
同
法
第
５
条
の『
政
治

集
会
へ
の
女
性
の
参
加
を
認
め
る
』一
部
改

正
を
実
現
さ
せ
た
。
尾
崎
行
雄
は
咢が
く
ど
う堂
と

号
し
、
自
由
民
権
運
動
を
経
て
、
明
治
15

年（
１
８
８
２
年
）に
立
憲
改
進
党
の
結
成

に
参
加
、
同
23
年
の
第
１
回
総
選
挙
で
衆

議
院
議
員
に
当
選
し
、
以
来
25
回
連
続（
昭

和
28
年
４
月
執
行
の
総
選
挙
で
落
選
す
る

ま
で
63
年
間
在
職
）
当
選
。
そ
の
間
、
第

１
次
大
隈
内
閣
の
文
相
、
第
２
次
大
隈
内

閣
の
司
法
相
を
歴
任
し
た
。
一
方
、
大
正

元
年（
１
９
１
２
年
）12
月
に
長
州
閥
最
高

級
官
僚（
陸
軍
大
将
）の
桂
太
郎
が
第
３
次

内
閣
を
組
閣
す
る
と
、
尾
崎
は
常
に
衆
議

院
に
多
数
を
擁
す
る
保
守
政
党
立
憲
政
友

会
の
院
内
総
務
の
立
場
に
お
か
れ
て
い
た

が
、
立
憲
国
民
党
領
袖
犬
養
毅
ら
と
提
携

の
う
え『
長
州
閥
打
破
、
憲
政
擁
護
』の
論

陣
を
張
り
、
翌
年
の
２
月
５
日
の
衆
議
院

本
会
議
で
桂
内
閣
弾
劾
演
説
を
行
っ
て
同

内
閣
を
53
日
で
総
辞
職
に
追
い
込
み『
憲

政
の
神
様
』と
称
さ
れ
た
。
こ
の
年
東
京
市

長
を
兼
務
し
て
い
た
尾
崎
は
米
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
桜
の
苗
木
３
０
０
０
本
を
贈
っ

た
。
ま
た
戦
時
中
の
昭
和
17
年（
１
９
４
２

年
）に
尾
崎
は
東
条
首
相
に
公
開
状
を
送

り
翼よ
く
さ
ん賛

選
挙
の
中
止
を
勧
告
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
塚
ら
い
て
う
と
新
婦
人

協
会
を
設
立
し
た
市
川
房
枝
は
明
治
26
年

（
１
８
９
３
年
）に
愛
知
県
に
生
ま
れ
、
同

県
女
子
師
範
学
校（
現
愛
知
教
育
大
学
）

を
卒
業
し
て
尋
常
小
学
校
訓
導（
教
員
）に

な
っ
た
。
大
正
７
年（
１
９
１
８
年
）に
上

京
、
諸
職
を
経
て
、
平
塚
と
新
婦
人
協
会

を
設
立
。
…
昭
和
15
年（
１
９
４
０
年
）に

結
成
し
た『
婦
選
獲
得
同
盟
』
を
太
平
洋

戦
争
開
戦
後
の
同
17
年
に
大
日
本
婦
人
会

（
戦
争
協
力
団
体
）
に
加
入
さ
せ
、
さ
ら

に
大た
い
せ
い
よ
く
さ
ん
か
い

政
翼
賛
会
を
中
心
と
し
た
翼
賛
体
制

（
天
皇
の
軍
隊
が
遂
行
す
る
戦
争
に
天
皇

の
臣
下
国
民
が
協
力
す
る
た
め
組
織
化
さ

れ
た
）
の
翼
下
に
入
り
、
大
日
本
言
論
報

国
会
の
理
事
に
も
な
っ
て
少
な
か
ら
ず
戦

争
遂
行
に
協
力
し
た
と
さ
れ
た
。
敗
戦
直

後
の
昭
和
20
年
８
月
25
日
に
市
川
は
い
ち

早
く
立
ち
上
が
り
、
山
高
し
げ
り
ら
と
共

に『
戦
後
対
策
婦
人
委
員
会
』を
組
織
し
て

政
府
や
各
政
党
に
婦
人
参
政
権
を
要
求
。

同
年
11
月
３
日
に
は
、
戦
後
初
の
婦
人
団

体『
新
日
本
婦
人
同
盟
』を
結
成
し
て
会
長

に
就
任
し
、
12
月
17
日
に
衆
議
院
議
員
選

挙
法
改
正
で『
婦
人
参
政
権（
男
女
普
通
選

挙
）』
の
実
現
を
見
て
こ
こ
に
市
川
の
悲

願
は
達
成
さ
れ
た
。
翌
21
年
１
月
４
日
に

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部（
略
称

Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
よ
り
公
職
追
放
指
令
、
俗
に
言

わ
れ
る
パ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
精
神
に
基
づ
い
た
も
の

で
、
追
放
者
は
、
戦
争
遂
行
責
任
者
、
国

家
主
義
団
体
幹
部
な
ど
の
戦
争
協
力
者
、

大
政
翼
賛
会
の
市
区
町
村
支
部
長
を
兼
任

し
た
首
長
、
財
界
人
、
言
論
人
で
、
21
万

人
に
及
ん
だ
。
市
川
も
言
論
人
と
し
て
戦

争
に
協
力
し
た
一
員
と
さ
れ
公
職
追
放
の

身
と
な
っ
た
。
解
除
後
市
川
は『
理
想
選

挙
』
を
一
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、
昭

和
28
年
・
34
年
・
40
年
・
49
年
・
55
年
執

行
の
参
議
院
選
挙
に
当
選（
記
録
提
供
参

議
院
事
務
局
広
報
課
）し
た
。

　

若
き
日
の
住
井
は
女
性
解
放
運
動
を
通

し
て
市
川
と
交
際
が
あ
っ
た
。
明
治
、
大

正
、
昭
和
を
生
き
抜
き
平
成
の
世
に
な
っ

て
最
晩
年
に
住
井
は
周
囲
に『
高
群
逸
枝

ら
と
始
め
た
無
産
婦
人
芸
術
連
盟
に
よ
る

運
動
が
今
日

の
男
女
共
同

参
画
実
現
の

端
緒
に
な
っ

た
』
と
語
っ

て
い
た
。




